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1.  植物 

(1) 水生植物 

 琵琶湖で現在までに確認されている水生植物は、約40種である。特に琵琶湖固有種とされてい

るサンネンモ、ネジレモは豊富な群落を形成しているが、コカナダモは減少傾向にあり、南湖な

どは在来種が大量繁茂している。 

水生植物は、干上がることもあるような沿岸に生育する抽水植物、比較的水深が浅い沿岸に生

育する浮葉植物、少し深い湖中に生育する沈水植物の3つに分類される。琵琶湖でみられるものと

しては、抽水植物ではヨシ、マコモ、ヒメガマ、浮葉植物ではヒシ、ハス、沈水植物ではオオカ

ナダモ、クロモ、センニンモ、ホザキノフサモ、ミズヒキなどがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図４－１ 水生植物の植物分布】 

出典：近畿地方建設局・水資源開発公団編「淡海よ永遠に」 
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(2) 湖辺・川辺の植物 

 琵琶湖沿岸の植物の特徴のひとつは、大規模なヨシ群落の存在である。ヨシ群落は遠浅で比較

的穏やかな水域にみられ、近江八幡の西ノ湖一帯、湖北の尾上・延勝寺地区、湖西のデルタ北部、

南湖東岸などには大規模な群落がみられる。 

 最近では春から秋にかけて下流のワンドを中心にボタンウキクサ（ウォーターレタス）が繁茂

して川面を覆いつくし遮光や溶存酸素低下などによる水質悪化や生態系への影響が懸念されてい

る。10年程前から見られるようになったが、ここ数年は下流域で大繁茂している。熱帯性のため

日本では越冬できないが、工場排水の影響により一部が越冬し、毎年の繁茂につながっていると

考えられる。 

 ヨシ群落は、多くの水生動物や鳥類の生息空間として重要な役割を果たしている。また、屋根

やよしずの材料として古くから利用され、人々の生活と密接に結び付いたものであった。しかし、

近年は日常生活のなかで利用されることも少なくなっている。 

 また、琵琶湖の北湖東岸を中心とした砂浜には、ハマゴウ、ハマヒルガオ、ハマエンドウとい

った典型的な海浜植物が分布し、湖岸に近い森林の中には、タブ、スダジイ、ヒメユズリハ、モ

ッコク、ヤマモモ等の海に近い温暖多雨な地域に分布する常緑広葉樹が混生している。これらは、

かつて琵琶湖が海と連続していた時代が存在する可能性を示す貴重な遺存植物である。 

 淀川では、ヨシ群落、ヒメムカシヨモギ－オオアレチノギク群落、セイタカアワダチソウ群落、

セイタカヨシ群落、オオキサビ－シバ群落、オギ群落が代表的な植物群落である。なかでも最大

のヨシ原が鵜殿のヨシ原で、面積は75haに達する。また、下流のワンドにはヤガミスゲなどの貴

重なものも生育している。しかしこれらの植物群も、人為的な影響を受けた代償植生、人工草地

が多く、その自然性は必ずしも高いとは言えない。 

 桂川では、セイタカヨシ群落、ヤナギ群落、セイタカアワダチソウ群落が優先している。 

 木津川では、セイタカヨシ群落、セイタカアワダチソウ群落、ツルヨシ群落、オギ群落、ヤナ

ギダテ群落、カナムグラ群落、メヒシバ－エノコログサ群落が主要な植物群落として分布してい

る。 

 猪名川では、ヨシ、オギ、ツルヨシが代表的な植物であり、帰化植物が生育している。軍行橋

より上流部ではツルヨシ、下流部ではヨシが見られる。 

 

(3) 河畔林・湿地等の植物 

 琵琶湖集水域の河川には、ケヤキ、エノキ、ムクノキ等の落葉広葉樹やタブノキ、アラカシ、

シラカシ等の常緑広葉樹等を構成種とする河畔林が成立しており、その林床には山地性のキクザ

キイチゲ等の貴重な植物も生育している。 

 また、水田においてミズワラビ等の希少な植物が確認されたり、土砂採取跡地等に出現した湿

地においてイシモチソウ、シラン等の希少な植物を含む群落が生育可能な環境が生育される場合

もあることが確認されている。 

 




